


取説No.NFMS41602Z-TB

・器具質量（約1 . 1 ｋｇ）に十分耐えるよう、取付部の強度を確保する。
・天井裏には埋込穴の中心から半径 1 5 0 ㎜の間に障害物がない事を
確認する。
不備がありますと器具落下の不備がありますと器具落下の不備がありますと器具落下の不備がありますと器具落下の不備がありますと器具落下の
原因となります。原因となります。原因となります。原因となります。原因となります。

不備がありますと器具落下不備がありますと器具落下不備がありますと器具落下不備がありますと器具落下不備がありますと器具落下・・・・・天井材と天井材と天井材と天井材と天井材と
枠の隙間の原因となります。枠の隙間の原因となります。枠の隙間の原因となります。枠の隙間の原因となります。枠の隙間の原因となります。
※精度良く埋込穴をあけるのに※精度良く埋込穴をあけるのに※精度良く埋込穴をあけるのに※精度良く埋込穴をあけるのに※精度良く埋込穴をあけるのに
ダウンライトカッターをおすすめします。ダウンライトカッターをおすすめします。ダウンライトカッターをおすすめします。ダウンライトカッターをおすすめします。ダウンライトカッターをおすすめします。

・使用するランプに合わせてソケット台を
移動させる。
注）調整は３段階です。
　（出荷時は３２Ｗの位置です。）
①ソケット台の先端部を内側につまむ。
②ソケット台を上下に動かす。
③突起部を穴にはめる。
ソケット台の突起部は確実にはめてください。ソケット台の突起部は確実にはめてください。ソケット台の突起部は確実にはめてください。ソケット台の突起部は確実にはめてください。ソケット台の突起部は確実にはめてください。
不備がありますとランプ傾きの原因不備がありますとランプ傾きの原因不備がありますとランプ傾きの原因不備がありますとランプ傾きの原因不備がありますとランプ傾きの原因
およびソケット台の位置調整ができなくなります。およびソケット台の位置調整ができなくなります。およびソケット台の位置調整ができなくなります。およびソケット台の位置調整ができなくなります。およびソケット台の位置調整ができなくなります。

・アース端子を用いて、Ｄ種（第３種）接地工事を行う。
・端子台の送り容量は２０Ａです。
・電源線を差し込み穴の奥まで確実に差し込む。
接続が不完全な場合、接続が不完全な場合、接続が不完全な場合、接続が不完全な場合、接続が不完全な場合、容量オーバーした場合、容量オーバーした場合、容量オーバーした場合、容量オーバーした場合、容量オーバーした場合、火災の原因となります。火災の原因となります。火災の原因となります。火災の原因となります。火災の原因となります。

①電源線を器具後方へ取り回す。
②取付バネを矢印方向へ縮めて枠部が天井材に当たるまで埋込穴に押し込む。
不備がありますと落下の原因となります不備がありますと落下の原因となります不備がありますと落下の原因となります不備がありますと落下の原因となります不備がありますと落下の原因となります｡｡｡｡｡

①ランプの口金ピンをソケット穴に合わせ、
奥まで確実に差し込む。

②差込んだ状態でランプを少し回転させ取りつける。
（回転角度約15°）
・取りはずす場合には、ソケットに取りついた状態のまま
ランプを取りつけと逆方向に少し回転させる。
回転が不十分な場合、回転が不十分な場合、回転が不十分な場合、回転が不十分な場合、回転が不十分な場合、落下の原因となります。落下の原因となります。落下の原因となります。落下の原因となります。落下の原因となります。
ガラス管を強く握らないでください。ガラス管を強く握らないでください。ガラス管を強く握らないでください。ガラス管を強く握らないでください。ガラス管を強く握らないでください。割れる割れる割れる割れる割れるおそおそおそおそおそれがあります。れがあります。れがあります。れがあります。れがあります。

・センサ部のスイッチを操作して点灯保持時間を設定する。
スイッチの操作は必ず電源を切ってから行ってください。スイッチの操作は必ず電源を切ってから行ってください。スイッチの操作は必ず電源を切ってから行ってください。スイッチの操作は必ず電源を切ってから行ってください。スイッチの操作は必ず電源を切ってから行ってください。
注）工場出荷時は、「３分」に設定しています。

安全に関するご注意安全に関するご注意安全に関するご注意安全に関するご注意安全に関するご注意
取扱説明取扱説明取扱説明取扱説明取扱説明     　　　　　　　　　　          　　　お客様へ、　　　お客様へ、　　　お客様へ、　　　お客様へ、　　　お客様へ、この説明書は必ず保管ください。この説明書は必ず保管ください。この説明書は必ず保管ください。この説明書は必ず保管ください。この説明書は必ず保管ください。

センサを傷つけないように取り扱う。
センサが著しく傷つくと検知感度が低下します。

●シンプルセルコンについて
 ・電源投入後、約１分間（センサのウォームアップ時間）は、器具は強制的に点灯し、その後、センサによる制御を開始します。
 （この間、点灯保持時間スイッチを操作すると減光しますが、ウォームアップ時間終了後、通常点灯に戻ります。）

  シンプルセルコンの動作
    人の動きなどを検知して自動的に『100％点灯』、一定時間後に『消灯』します。

検知範囲
周囲温度：20℃の場合

●点灯保持時間の設定について
  センサ部のスイッチで、点灯保持時間を変更できます。
<設定の目安>
・『 3分』・・・・ 人の動きが大きく検知範囲のカバー率の高い所
・『 6分』・・・・ 人の動きが小さく検知範囲のカバー率の低い所
・『10分』・・・・ 人の動きが極端に小さく、比較的長時間の点灯が

必要な所

・器具取付高さが高くなると、検知感度が
鈍くなります。

・周囲温度、人体温度等の条件により
検知エリアに差異が生じる場合があります。

・センサに向かって真っすぐ接近した場合、
より近づかないと検知しない場合があります。

・検知範囲内でも小さな動きは検知できない場合が
あります。

（注）

センサは検知範囲に入る人体などの“動き”を検知します。
（検知する温度差：3℃以上、移動スピード：0.3～1m/s）
周辺部は、若干感度が鈍ります。

センサレンズにエリアカットシールを貼ることで検知範囲を限定できます。

・点灯保持時間選択スイッチ
3分、6分、10分の３段階・
「連続」で使用時は常時点灯します。

スイッチ操作

エリアカットシール

センサレンズ

B2

B1
A2A1B1 B2

エリアカットシール

●センサについて

※使用温度：5～35℃
φ6m
φ3.8m

B1 A1 A2 B2

2.
5m
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A1 A2
φ7.6m

人体など熱線を検知しなくなると、設定時
間内点灯を保持し、その後、消灯します。

人体など熱線を検知すると、点灯します。点灯

消灯
熱線検知

点灯保持

消灯
約２秒

●器具の改造および構成部品（ソケットなど）の交換はしない。火災・感電・落下の原因となります。
●布や紙など燃えやすいもので覆ったり、かぶせたりしない。火災の原因となります。
●器具と被照射物の距離は、１０cm 以上離す。被照射物の火災、変色の原因となります。
●異常を感じたら速やかに電源を切り、販売店・工事店に相談する。火災・感電の原因となります。

●器具の下に温度の高くなる物（ストーブ・ガスレンジ等）や湿気を発生させる物を置かない。火災の原因となります。
●ランプ交換の際には、器具表示及び取扱説明書にしたがって、指定されたランプを使用する。
指定以外のランプを使用すると、火災やランプ破損の原因となります。
●照明器具には寿命があります。設置して１０年(※)経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。
　点検・交換してください。
　　※使用条件は周囲温度３０℃、１日１０時間点灯です。
・周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合などは寿命が短くなります。
・１年に１回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。３年に１回は工事店等の専門家による点検を
お受けください。

　 　点検せずに長期間使い続けるとまれに火災・感電・落下などに至る場合があります。

被照射物
10cm 以上

ロックウール等の柔らかい天井には
取りつけない。
天井材損傷天井材損傷天井材損傷天井材損傷天井材損傷・・・・・器具落下の原因となります器具落下の原因となります器具落下の原因となります器具落下の原因となります器具落下の原因となります｡｡｡｡｡
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＊ソケット台が可動しなくなるまで
引き下げた位置

【ＦＨＴ４２Ｗ】

＊ソケット台が可動しなくなるまで
押し上げた位置

ソケット台

支持金具

【ＦＨＴ３２Ｗ】
各ランプ別ソケット台推奨位置

＊使用するランプに合わせて支持金具の刻印とソケット台の角穴を合わせて下さい。

照射物・照射面との距離は１０ｃｍ以上離す。
被照射物の火災・変色の原因となります。

ソケット台

③はめる
①内側につまむ

②上・下に動かす
①内側につまむ
③はめる

支持金具 ③突起部

③突起部

４４４４４

これは一部簡略化した図です。
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人体など熱線を検知しなくなると、設定時
間内点灯を保持し、その後、消灯します。

人体など熱線を検知すると、点灯します。点灯

消灯
熱線検知

点灯保持

消灯
約２秒

●器具の改造および構成部品（ソケットなど）の交換はしない。火災・感電・落下の原因となります。
●布や紙など燃えやすいもので覆ったり、かぶせたりしない。火災の原因となります。
●器具と被照射物の距離は、１０cm 以上離す。被照射物の火災、変色の原因となります。
●異常を感じたら速やかに電源を切り、販売店・工事店に相談する。火災・感電の原因となります。

●器具の下に温度の高くなる物（ストーブ・ガスレンジ等）や湿気を発生させる物を置かない。火災の原因となります。
●ランプ交換の際には、器具表示及び取扱説明書にしたがって、指定されたランプを使用する。
指定以外のランプを使用すると、火災やランプ破損の原因となります。
●照明器具には寿命があります。設置して１０年(※)経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。
　点検・交換してください。
　　※使用条件は周囲温度３０℃、１日１０時間点灯です。
・周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合などは寿命が短くなります。
・１年に１回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。３年に１回は工事店等の専門家による点検を
お受けください。

　 　点検せずに長期間使い続けるとまれに火災・感電・落下などに至る場合があります。

被照射物
10cm 以上

ロックウール等の柔らかい天井には
取りつけない。
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バンド

①バネを押さえる

②バンドを
　はずす

確実に
差し込む

適合電線
Φ1.6　Φ2.0単線
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取付バネ埋込穴

電源側
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埋込穴

半径150 ㎜

障害物
障害物があると
器具落下の原因となります
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【ＦＨＴ２４Ｗ】

＊ソケット台が可動しなくなるまで
引き下げた位置

【ＦＨＴ４２Ｗ】

＊ソケット台が可動しなくなるまで
押し上げた位置

ソケット台

支持金具

【ＦＨＴ３２Ｗ】
各ランプ別ソケット台推奨位置

＊使用するランプに合わせて支持金具の刻印とソケット台の角穴を合わせて下さい。

照射物・照射面との距離は１０ｃｍ以上離す。
被照射物の火災・変色の原因となります。

ソケット台

③はめる
①内側につまむ

②上・下に動かす
①内側につまむ
③はめる

支持金具 ③突起部

③突起部
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これは一部簡略化した図です。

センサ

センサ・スイッチ
（反射板内面）

取付天井厚
5～25mm
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ランプ
(別梱）

φ150±2㎜

10cm以上

補強材
（別途）
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